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要約
「医療人文学」という名称は，欧米の医学教育プログラムで重要な位置を占めている“medical
humanities”を訳したものである。日本では未開拓な分野であり，その教育方法について国内の先
行研究は少ない。本稿では，医療保健学部の専門基礎科目である「人間と文学」の文学精読を通し
て，医療人としてどのような能力を涵養することができるのか，またその能力をどのように評価す
るのかという二つの課題を本稿のテーマとし，森鴎外『牛鍋』をその例として，指導試案とルーブ
リックの策定を試みる。
キーワード：医療人文学　文学　ルーブリック評価　medical humanities
１．医療人文学における文学精読に期待される効果
医療人文学は，欧米の医学教育プログラムでは不可欠な学問領域として位置づいているが，日本に
おいては学問領域として確立されていない。医療人文学を担当する教員の専門領域は言語学や社会
学，歴史学，哲学などその背景は様々であり，一口に医療人文学と言っても扱う内容は多岐にわたる。
一方で，文部科学省の高等教育局医学教育課によって21世紀医学・医療懇談会第１次報告（注１）と
して平成８年12月にまとめられた『21世紀の命と健康を守る医療人の育成を目指して』の「21世紀
における医療人育成の考え方」に６つの項目が挙げられており，その中で医療人文学に期待する内
容として次のような２項目が挙げられている。
「２．人間性豊かな医療人：医療人には，
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力，倫理観，生命の尊厳についての深い認識などを持つことが強く求められている。医療人育
成における人間教育，教養教育の重視を徹底する必要があり，人間的に成熟し幅広い教養教育を修
得した後に，医療に関する専門的な教育を行うことも考えられる。」（下線　石垣）
「６．地球人として活動する医療人：21世紀においては，国際協力を含め，現在以上に
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このような文部科学省の高等教育局医学教育課の報告を踏まえると，医療人文学の目指すべきゴ
ールとして「幅広い教養と感性豊かな人間性を育み，人間性への深い洞察力を涵養し，地球規模で医
療活動できる人材を育成すること」と集約することができよう。特に文学については，自身が経験し
21
たことがないことであっても，文学の精読を通して人間性への深い洞察力を涵養することができる。
このことについて，2011年９月６日に発行された米国国立癌研究所の『NCI Cancer Bulletin』
で，ワシントンD. C.にある NCI（National Cancer Institute）の職員で現在は医療分野のフリーラ
ンスライターであるElia Ben-Ari氏は「医療の技：物語と人文学を取り入れた医学教育」と題して
医療人育成における文学精読の意義について次のように述べている（注２）。
「ジョージ・ワシントン大学（GWU）では医療人文学のプログラムの一環としてこの小説（『The
Use of Force（注３）』）についてのディスカッションが行われている。広義では，医療人文学には，人
文科学，社会科学，および医学教育や医療業務に適用される芸術が含まれる。物語に基づく医療
（※narrative-based medicine（NBM）:患者との対話や人生に基づく全人的医療アプローチ）とし
て知られている関連のある学問分野では，医療を背景においた内省的記述や，詩，フィクション，
エッセーや体験記など，いわゆる’物語’の精読にとりわけ重点を置く。人文学や物語に基づいた
医学教育へのアプローチの提案者は，
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このように，文学の精読を通して，幅広い教養を持った感性豊かな人間性を育み，人間性への深
い洞察力の涵養を期待することができよう。
２．読解力ルーブリックの策定の意義
一方で，残念なことに全ての学生に文学を読み解くだけの力があるわけではない。2000年から３
年ごとに実施されている，経済協力開発機構（OECD）の PISA 調査（生徒の国際学習到達度調
査：Programme for International Student Assessment）の読解力調査（注４）では，文章を解釈して分
析し，根拠を踏まえて論理的に他者に説明する力が十分でないことが指摘されている。
また，PISA 調査は15歳児に行う調査であって，上記のような状況を踏まえ高等学校では論理的
に思考して伝える力を強化すべく，現行の学習指導要領でも配慮がなされている。しかし，その成
果が不明なまま高校生は大学に入学しており，実際のところ大学で読解力や文章力支援のためのリ
メディアル教育を実施している大学は多い。
さらに大学には，このくらいの読解力が必要であるといった指針が特にあるわけでもなく，大学
生の読解力の必要性について著した本も無いのが実情である。そのため，本稿では大学生の読解の
共有ルーブリックとして，アメリカのＡＡＣ＆Ｕ（米国大学協会：Association of American
Colleges & Universities）が複数教育機関間で活用するために開発し，提供しているVALUE
Rubricsと呼ばれる共用ルーブリックを（注５）活用することにする。
表１（注６）は現在ＡＡＣ＆Ｕが提供している16のルーブリックで，そのうちの一つが表２（注７）に示
した「読解（Reading）」のルーブリックである。ＡＡＣ＆Ｕは，このルーブリックをそのまま使用
せず，授業の形式や状況に合わせて指導者が使いやすいように形式を変えたり，加除したりして
活用することを推奨している。
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そこで本稿では，医療保健学部の専門基礎科目「人間と文学」の授業内容に合わせ，表２の読解
のルーブリックのうち，「３文章との関連」「４分析」「６読者としての声」を活用して，指導案及び
ルーブリックを策定することとする。
３．「人間と文学」におけるルーブリックの策定とシラバス
「人間と文学」の「授業概要」と「成績評価の方法・基準」については，表３のようにシラバスに
掲載している。このままでは，どの力をどのような方法で評価するのかがわかりにくい。そこで，
授業概要をもとに到達目標を定め，これに評価方法と評価比率を対応させたものが表４である。さ
らに，表４の「演習課題（論文式テスト）」「ディスカッション」「プレゼンテーション」を表２の
「４分析」「６読者としての声」「３文章との関連」にそれぞれ対応させたものが表５となる。
「A 演習課題（論文式テスト）」では，部分と全体との相互作用について分析的に考え，表現（口
頭あるいは文章）することについてＳ～Ｃの４段階のパフォーマンスで示した。また，「B ディス
カッション」は討論の参加度のパフォーマンスをＳ～Ｃの４段階で示し，「C プレゼンテーション」
は文章との関連について，文脈に沿ってどのくらいの説明ができるのかをＳ～Ｃの４段階で示して
いる。具体的な作品との関連は次節で詳細に説明する。
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４．森鴎外『牛鍋』の指導とルーブリック評価
「人間と文学」は15回の授業で，明治期から大正期の13編の短編小説を13回の授業で精読する。そ
の最初の作品が本稿で扱う『牛鍋』である。『牛鍋』（本稿末尾に全文あり）は，陸軍軍医であった
森鴎外が明治43年に48歳で著した作品で，物語の概要およびテーマ，指導案，ルーブリックは次の
とおりである。
【物語の概要】
物語はある食卓で二人の男女と，女の７つか８つの娘が牛鍋を囲んでいるところから始まる。女
は男に酒を注いでやりながら男を見つめ続け，男はひたすら牛鍋の肉をつついている。腹をすかせ
た幼い娘もその肉を箸でつつこうとするが，男がまだ肉は煮えていないと言うので，娘は肉が煮え
るのを待ち続ける。やがて鍋の肉はほとんど煮えるが，男は娘におかまいなくひたすら箸を動かし
続ける。ここで一旦，話は浅草公園での猿の話になる。猿は親子であれば少しは遠慮があるものの，
基本的には遠慮なく餌をむさぼる親子の親猿の様子が語られる。その後，ひたすら箸で肉をつつい
ていた男の箸がとまる。娘はやっとの思いで肉を箸でつまみ，腹を満たすことができた。男はその
様子を見るが，幼い娘をとがめることはなかった。
【作品のテーマ】
作品のテーマは人間の「慈愛」にある。慈愛とは親が子供をいつくしみ，かわいがるような深い
愛情を指すが，それだけであれば子を思う猿と変わらない。だが，人間としての「慈愛」には親子
の関係を超えた下の者や弱い者にも恵みや心をかけ大切にすることもその精神に含まれ，それが動
物と人間との違いであると作者は読者に気づかせようとしている。
本作品の精読を通して，医療人として必要不可欠な「慈愛」の精神を考え，また今日的な意義を
見出すことを指導のテーマとしている。
【指導案とルーブリック】
授業では，表５のとおり３つの到達目標を定め，本稿では特に①の到達目標について詳述する。
①は演習課題による論文式テスト（口頭あるいは文章）で評価する。知識を問うのではなく，精読
によって得られた
─
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─
力を問うのがその目的である。
表５に示すように，演習課題の内容によってパフォーマンスに難易度を設け，第１問は５点，第
２問は10点，第３問は15点，第４問は20点としている。②の到達目標はディスカッションで評価し，
演習課題（論文式テスト）終了後に実施する。③の到達目標は，予習として準備させる作品に対す
る各自のイメージを授業冒頭でプレゼンテーションさせて評価する。
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表６に示すように，演習課題はパフォーマンスの難度によって，４段階の質問となっているが，
そのレベルにより表７の論文式テストの共用ルーブリックをパフォーマンス形式として使用してい
る（詳しくは，石垣明子「大学におけるルーブリック評価の開発─医療人文学科目における社会人
基礎力を涵養するルーブリック─」『つくば国際大学研究紀要』平成28年３月を参照（注８））。
第１問：
─
な
─
ぜ
─
男
─
は
─
箸
─
を
─
止
─
め
─
た
─
の
─
か
─
，
─
止
─
め
─
た
─
理
─
由
─
を
─
明
─
確
─
に
─
述
─
べ
─
る
─
こ
─
と
─
。
【パフォーマンス形式】特に文中の言葉を引用して述べる必要はなく，自分なりの考え（主張）を
述べれば良い。
【模範解答】幼い娘を憐れに思い，肉をとらせてやろうと思ったから。
第２問：なぜ作者は猿のたとえ話を入れたのか，文中の言葉を使って明確に述べること。
【パフォーマンス形式】自分の考え（主張）を，文中の言葉を根拠として引用しながら述べる。
【模範解答】人は欲望や利害に我を失いがちであり，そのことは猿とそれほど変わらないというこ
とを「猿の母と子との間に悲しい争奪が始まる。」という言葉で伝えている。
第３問：「人は猿より進化している」とはどういうことか，文中の言葉を使って理由を述べ，自身の
考えも加えて説明すること。
【パフォーマンス形式】自分の考え（主張）を，文中の言葉を根拠として引用し，さらに引用箇所
について解釈を加える必要がある。
【模範解答】人間もまた猿と同様に欲に支配されがちであるが，その欲をコントロールする慈愛の
精神が人間には備わっている。作品では男の行動について「親でないのに，たまさか箸の運動
に娘が成功しても叱りはしない。」と他人の幼い娘への慈愛の精神に触れ，猿よりも優れた人間
の慈愛の精神について語っている。
第４問：『牛鍋』という作品で，森鴎外が伝えたかったことを，文章の言葉を使って理由を述べ，そ
れについて自身の考えを述べた上で，今日の時代に合わせてその意義を語ること。
【パフォーマンス形式】自分の考え（主張）を，文中の言葉を根拠として引用し，引用箇所につい
て解釈を加え，さらに今日的な問題を重ね合わせることで自分の主張が正しいことを述べる必
要がある。
【模範解答】森鴎外が人間には利害を超越した慈愛の精神があるのだ，ということについて伝えよ
うとした作品がこの『牛鍋』という作品である。このような人間の慈愛の精神について作品で
は「人は猿よりも進化している。」というフレーズを２回繰り返すことで強調している。利害を
重んじる昨今にあって，他者のために自己を犠牲にするという慈愛の精神の大切さを考える時，
本作品の意義の大きさに気づかされる。
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５．まとめと今後の課題
「医療人文学」は，日本では未開拓な学問分野であり，医療人文学構築の手掛かりとなる先行研究
は少ない。そこで本稿では AAC&Uの読解のルーブリックや作者が開発した共用ルーブリックを活
用して森鴎外『牛鍋』の指導案とルーブリックの策定を試みたが，パフォーマンスをレベル付けす
るルーブリックを活用すれば，文学の精読を通して人間性への深い洞察力を涵養し，医療人の人間
教育をすることは十分可能である。
前掲の文部科学省の高等教育局医学教育課の報告には「医療人育成における人間教育，教養教育
の重視を徹底する必要があり，人間的に成熟し幅広い教養教育を修得した後に，医療に関する専門
的な教育を行うことも考えられる。」とあるものの，平成８年の提言から20年以上を経てもなお医
療人文学は学問領域として確立されておらず，諸外国の医療人文学に学ぶべきことは多い。今後は
医療専門基礎科目の他科目についても AAC&Uのルーブリック等を参考に，医療人文学構築のため
の枠組みを提案するとともに，授業を通じてその成果を検証していきたい。
（いしがき・あきこ　メディア社会学科）
注記
１）文部科学省「２　21世紀における医療人育成の考え方」『21世紀の命と健康を守る医療人の育
成を目指して（21世紀医学・医療懇談会第１次報告）』平成８年12月
審議会答申であるが，現在は文部科学省サイトのみからの閲覧が可能である。
２）Elia Ben-Ari「医療の技：物語と人文学を取り入れた医学教育」『NCIキャンサーブレティン：
NCI Cancer Bulletin : A Trusted Source for Cancer Research News （Volume 8 / Number 17）』
13p National Cancer Institute（米国国立癌研究所発行）2011年９月６日号
３）産婦人科医であった William Carlos Williamsの短編小説『The Use of Force』を用いたディス
カッション。
４）PISA調査における読解力平均得点の経年変化は，2000年は522点で参加31か国中８位，2003年
は498点で参加40か国中14位，2006年は498点で参加56か国中15位，2009年は520点で参加65か国
中８位，2012年は538点で参加65か国中４位となっている。2015年は参加70か国中８位にとどま
っている。
５）VALUE RubricsはワシントンD.C. に本部を置く Association of American Colleges &
Universities（AAC&U）によって2007年から開始されている共用ルーブリック開発プロジェクト
によって開発されたルーブリックである。VALUE は Valid Assessment of Learning in
Undergraduate Education の頭文字を使用した名称で，大学レベルの公平で客観的な学習評価を
意味している。定められた手続きを踏めば無料でダウンロードすることができる。
６）AAC&U（Association of American Colleges and Universities）“Assessing Outcomes and
Improving Achievement Tips and Tools for Using Rubrics”21p-51p 2010
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７）AAC&U (Association of American Colleges and Universities) “Assessing Outcomes and
Improving Achievement Tips and Tools for Using Rubrics” 33p 2010
８）表７を含む共有ルーブリックについては次の論考で詳述しており，CiNii で本文を公開してい
る。石垣明子「大学におけるルーブリック評価の開発 :医療人文学科目における社会人基礎力を
涵養するルーブリック」『つくば国際大学　産業社会学部　研究紀要22』27p－39p つくば国際大
学　2016年３月
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The building of medical humanities and the development of reading rubrics:
the lesson plan and rubrics : Ougai Mori “the Beef Hot Pot”
on “the human and the literature”
Akiko Ishigaki
The name, “IRYOU JINBUNGAKU”, is the one to have translated “medical humanities” which occupies an
important position in the medical-education program in the Europe and America.
In Japan, it is a potential field and as for the way of educating, there is little domestic future research.
At this thesis, in two what ability it is possible to cultivate as the medical care person through the
literature perusal of “the human and the literature” which is the on professional basic subject of medical and
health care department and also how to evaluate the reading ability, as the example, it tries to make the
lesson plan and the rubrics of Ougai Mori “the Beef Hot Pot”.
Keyword: medical humanities, reading rubrics, literature 
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